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いじめをなくそう/

i
川
内
町
い
じ
め
・
登
校
拒
否
問
題
等
研
究
協
議
会

i

い
じ
め
な
ど
の
問
題
解
決
に
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
も
う
と
、
川
内
中

学
校
で
七
月
七
日
、
「
い
じ
め
・
登
校
拒
否
問
題
等
研
究
協
議
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
全
国
的
に
深
刻
化
す
る
い
じ
め
問
題
に
、
学
校
は
、
地
域

は
、
家
庭
は
、
ど
う
対
応
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
?

A 

口
い
じ
め
の
定
義

昔
も
い
じ
め
は
あ
っ
た
と
い

う
人
が
い
ま
す
が
、
現
代
の
い

じ
め
は
、

①
自
分
よ
り
弱
い
者
に
対
し
て

一
方
的
に
、

②
身
体
的
、
心
理
的
な
攻
撃
を

継
続
的
に
加
え
、

③
相
手
が
深
刻
な
苦
痛
を
感
じ

て
い
る
も
の

と
定
義
し
て
い
ま
す
。



いじめをなくそう/

口
い
じ
め
の
実
態

い
じ
め
は
陰
湿
で
、
表
面
に

表
れ
に
く
い
た
め
そ
の
実
態
は

と
ら
え
に
く
い
も
の
で
す
が
、

文
部
省
調
査
の
「
い
じ
め
の
発

生
件
数
」
(
愛
媛
県
関
係
分
)
で

は
、
次
表
の
件
数
の
い
ヒ
め
が

認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

平成4年度 平成 5年度 平成6年度

子L 校 82 108 338 

中 A子z 車交 144 133 401 

高等学校 37 31 48 

特殊教育諸学校 O 

計 263 272 787 

@
平
成
五
年
度
ま
で
は
学
校

が
確
認
し
た
も
の
の
み
で
す

が
、
平
成
六
年
度
は
、
い
じ

め
ら
れ
た
児
童
生
徒
か
ら
申

告
さ
れ
た
も
の
を
す
べ
て
調

査
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

口
い
じ
め
問
題
へ
の
対
応

①
学
校
に
お
け
る
対
応

.
「
い
じ
め
問
題
検
討
委
員
会
」

な
ど
を
組
織
し
、
全
校
体
制

で
い
じ
め
問
題
に
対
応
し
て

い
ま
す
。

-
悩
み
相
談
箱
の
設
置
や
、
い

じ
め
調
査
(
悩
み
調
査
)
を

実
施
す
る
な
ど
、
実
情
把
握

に
努
め
な
が
ら
、
実
情
に
即

し
た
指
導
・
助
言
を
行
っ
て

い
ま
す
。

-
児
童
生
徒
と
の
対
話
を
重
視

し
、
児
童
生
徒
の
悩
み
の
解

消
に
努
め
て
い
ま
す
。

-
人
権
学
習
、
体
験
学
習
な
ど

を
進
め
る
一
方
、
教
職
員
自
身

も
研
修
を
深
め
、
い
じ
め
を
見

抜
く
目
と
指
導
力
を
培
う
0

.
聞
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
行

う
と
と
も
に
、
地
域
や
家
庭

と
の
連
携
を
密
に
し
ま
す
。

②
教
育
委
員
会
に
お
け
る
対
応

.
い
じ
め
問
題
の
解
決
に
向
け

た
各
学
校
の
取
り
組
み
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
教
員
研

修
を
実
施
す
る
。

-
相
談
窓
口
を
開
設
し
、
相
談

体
制
の
充
実
を
図
る
。

③
家
庭
に
お
け
る
対
応

-
子
ど
も
に
と
っ
て
「
心
の
居

場
所
」
と
な
る
家
庭
づ
く
り

を
す
る
。

-
子
ど
も
の
個
性
を
伸
ば
す
と

と
も
に
、
道
徳
心
を
身
に
つ

け
さ
せ
る
。

-
地
域
社
会
の
活
動
へ
、
親
子

で
参
加
す
る
。

④
地
域
社
会
に
お
け
る
対
応

-
地
域
社
会
が
地
域
の
子
ど
も

た
ち
を
育
て
て
い
く
と
の
認

識
を
も
っ
。

-
地
域
社
会
活
動
(
美
化
清
掃

な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

等
)
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

い
じ
め
の
問
題
は
、
学
校
だ

け
の
問
題
で
は
な
く
、
家
庭
や

地
域
、
ひ
い
て
は
社
会
全
体
の

問
題
で
す
。

な
ぜ
陰
湿
な
い
じ
め
が
発
生

す
る
の
か
、
み
ん
な
で
話
し
合

う
機
会
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

女教育相談室の開設女
教育委員会では、いビめの問題、登校拒否など

心に悩みを持っている子どもや保護者などが気軽

に相談できる「教育相談室」を設置しました。

2階

毎週水曜日

(午前8時30分~午後5時)

中央公民館口相談場所

口相談日時

電話でも手紙でも相談を受けま

す。直接相談室へ来ていただい

ても結構です。

また、いじめに関する意見・情報

もお寄せください。(秘密厳守)

口相談方法

口相談電話

ft NTT 966-61 50 
有線 6010
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6月
定例町議会

報告f

補
正
総
額

. 

平
成
八
年
度
の
六
月
定
例
町
議
会
は
、
六
月
二
十
五
日
開
会
し
、
平
成
八
年
度
補

正
予
算
な
ど
議
案
六
件
、
選
挙

一
件
、
発
議
ニ
件
が
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど

お
り
可
決
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
平
成
七
年
度
川
内
町
一
般
会
計
繰
越
明
許
費

繰
越
計
算
書
の
報
告
な
ど
六
件
の
報
告
が
あ
り
、
二
+
七
日
開
会
し
ま
し
た
。

主
な
も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

O
公
共
下
水
道
特
別
会
計
繰
出

金

四

、

四

一

八

千

円

。
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

工
事
請
負
費一
四
、
四

O
O千
円

。
防
火
水
槽
新
設
工
事
請
負
費

二
一、九

O
O千
円

。
防
災
行
政
無
線
調
査
設
計
委

託
料

一
五
、
四
七

O
千
円

補
正
予
算

口
一
般
会
計

高
速
パ
ス
ス
ト
ッ
プ
周
辺
整

備
費
な
ど
総
額
五
千
七
百
五
十

二
万
六
千
円
の
補
正
と
な
り
ま

7
し
七
~
。

補
正
総
額
五
七
、
五
二
六
千
円

累
計
総
額
四
、
六
九
一
、
七
七

O
千
円

主
な
補
正
の
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

O
高
速
パ
ス
ス
ト
ッ
プ
周
辺
整

備
費
一
九
、
一

O
八
千
円

口
公
共
下
水
道
特
別
会
計

職
員
一
名
増
に
よ
る
人
件
費

補
正
総
額
四
、
四

一
八
千
円

累
計
総
額
二

一
八
、
六
一
四
千
円

般
議
案

~ 

O
川
内
町
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
同
意
に
つ
い
て

佐
伯
清
明
委
員
が
平
成
八
年

五
月
十
二
日
逝
去
さ
れ
欠
員
と

な
っ
た
た
め
、
後
任
に
白
戸
寧

氏
を
任
命
す
る
た
め
議
会
の
同

意
を
求
め
た
も
の

O
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て

大
西
良
温
委
員
が
平
成
八
年

五
月
十
日
付
を
も
っ
て
退
任
さ

れ
た
た
め
、
後
任
に
渡
部
洋
美

さ
ん
を
推
薦
す
る
た
め
議
会
の



行政ニュースノ TownOffice News 
同
意
を
求
め
た
も
の

O
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

(
=
丙
地
区
)
の
施
行
に
つ
い
て

土
地
改
良
法
に
基
づ
き
、
中

山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
(
三

内
地
区
)
の
施
行
認
可
申
請
に

必
要
な
議
会
の
議
決
を
求
め
た

も
の
。
「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
完
全
着
用

の
町
」
宣
言
に
つ
い
て

「シ

i
ト
ベ
ル
ト
完
全
着
用
の

町
」
と
し
て
宣
言
す
る
に
あ
た

り
議
会
の
議
決
を
求
め
た
も
の

報

.a:.. 
t:I 

O
平
成
七
年
度
川
内
町
一
般
会

計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

の
報
告
に
つ
い
て

地
方
自
治
法
施
行
令
の
規
定

に
基
づ
き
、
繰
越
明
許
費
繰
越

計
算
書
を
調
製
し
た
の
で
報
告

す
る
も
の

O
平
成
七
年
度
川
内
町
公
共
下

水
道
特
別
会
計
繰
越
明
許
費

繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

地
方
自
治
法
施
行
令
の
規
定

に
基
づ
き
、
繰
越
明
許
費
繰
越

計
算
書
を
調
製
し
た
の
で
報
告

す
る
も
の

O
川
内
町
土
地
開
発
公
社
の
経

営
状
況
に
つ
い
て

地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ

き
、
川
内
町
土
地
開
発
公
社
の

経
営
状
況
を
報
告
す
る
も
の

O
総
務
文
教
常
任
委
員
会
審
査

報
告
町
議
会
定
例
本
会
議
の
開
催

時
刻
の
変
更
に
関
す
る
請
願
に

つ
い
て
、
審
査
の
結
果
不
採
択

す
べ
き
と
決
定
し
た
旨
の
報
告

O
総
務
文
教
常
任
委
員
会
審
査

報
告
米
軍
一人
犯
罪
の
根
絶
と
地
位

協
定
の
見
直
し
等
の
意
見
書
決

議
を
求
め
る
請
願
に
つ
い
て
、

審
査
の
結
果
趣
旨
採
択
す
べ
き

と
決
定
し
た
旨
の
報
告

O
工
場
等
誘
致
特
別
委
員
会
審

査
報
告
(
中
間
)

南
方
西
南
工
業
団
地
の
経
過

に
つ
い
て
報
告

選

挙

O
川
内
町
選
挙
管
理
委
員
友
び

補
充
員
の
選
挙
に
つ
い
て

川
内
町
選
挙
管
理
委
員
及
び

補
充
委
員
の
任
期
が
七
月
二
十

八
日
を
以
て
満
了
と
な
る
た
め

地
方
自
治
法
第
百
八
十
二
条
第

一
項
並
び
に
同
条
第
二
項
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
議
会
に

お
い
て
選
、
挙
し
ま
し
た
。

選
挙
結
果
に
つ
い
て
は
、
下

表
の
と
わ
り
。

議
員
発
議

O
第
九
次
治
水
事
業
五
箇
年
計

画
に
お
け
る
投
資
規
模
の
確

保
に
関
す
る
意
見
書

平
成
九
年
度
を
初
年
度
と
す

る
国
の
「
第
九
次
治
水
事
業
五

箇
年
計
画
」
の
策
定
に
当
た
り
、

現
行
計
画
を
大
幅
に
上
回
る
積

極
的
な
投
資
規
模
を
確
保
さ
れ

る
よ
う
強
く
要
望
す
る
意
見
書

を
内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
関
係
省

庁
大
臣
宛
送
付
す
る
も
の

O
松
山
地
方
法
務
局
川
内
出
張

所
の
存
続
を
求
め
る
決
議

松
山
地
方
法
務
局
川
内
出
張

所
の
廃
止
統
合
計
画
が
出
さ
れ

た
た
め
、
現
在
の
松
山
地
方
法

務
局
川
内
出
張
所
を
今
後
も
存

続
さ
れ
る
よ
う
強
く
求
め
た
決

議
書
を
法
務
大
臣
ほ
か
法
務
省

関
係
機
関
宛
送
付
す
る
も
の

O
川
内
町
選
挙
管
理
委
員
及
び
補
充
員

高 えHむ 藤 北 JlI 

須
内
町

背 野 田 f康 選
挙

易 d恒 管

面理

生 修 行 義
人委
)員

(4) (3) (2) (1) 

内 森 戒 仙
充川
員内
(町

田 能 波 四志一
人 挙管

勝 東 平
補 理

洋 }¥ 
順充釆宮

原t 司 猛 郎 E暴

教
育
委
員
に

白
戸

寧
氏

川
内
町
教
育
委
員
会
教
育
委

員
佐
伯
清
明
氏
が
逝
去
さ
れ
た

た
め
、
後
任
の
教
育
委
員
に
、

和
田
丸
の
白
戸
寧
氏
(
六
十
一

歳
)
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

任
期
は
、
平
成
十
一
年
九
月

ま
で
。略
歴
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

マ
住
所
則
之
内
乙
て
五
七
三

マ

職

業

農

業

円

v
略
歴

一一
一
内
農
協
理
事
二
期
、

三
内
農
協
監
事
一
期
、
文
化

協
会
監
事
な
ど
を
歴
任
。
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園
田
戦
没
者
の
遺
族
の
皆
さ
ま

特
別
弔
慰
金
の
請
求
は

お
済
み
で
す
か
?

平
成
七
年
に
戦
没
者
の
遺
族

に
対
す
る
特
別
弔
慰
金
支
給
法

が
改
正
さ
れ
、
戦
没
者
等
の
遺

族
の
う
ち
、
平
成
七
年
四
月
一

日
に
お
い
て
公
務
扶
助
料
、
遺

族
年
金
等
の
受
給
権
を
有
す
る

遺
族
が
い
な
い
方
に
特
別
弔
慰

金
と
し
て
、
額
面
四

O
万
円
、

一
O
年
償
還
の
国
債
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

昨
年
よ
り
請
求
手
続
き
の
受

付
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
次

の
「
支
給
対
象
者
」
に
該
当
さ

れ
る
方
で
ま
だ
手
続
き
を
さ
れ

て
い
な
い
方
は
、
お
早
め
に
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

*
支
給
対
象
者
*

①
平
成
七
年
四
月
一
日
ま
で

に
弔
慰
金
(
遺
族
国
庫
債
券
)

の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
と
生
計
を
と
も

に
し
て
い
た
父
母
、
孫
、
祖

父
母
、
兄
弟
姉
妹
(
婚
姻
、
養

子
縁
組
に
よ
り
平
成
七
年
四

月
一
日
に
氏
、
が
変
わ
っ
て
い

る
方
は
除
く
)

④
③
以
外
の
父
母
、
孫
、
祖

父
母
、
兄
弟
姉
妹

⑤
①
か
ら
④
以
外
の
三
親
等

内
の
親
族
(
戦
没
者
等
の
死

亡
ま
で
引
き
続
い
て
一
年
以

上
生
計
を
共
に
し
て
い
た
方

に
限
り
ま
す
)

*
請
求
の
期
限
*

請
求
は
平
成
+
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
で
す
。
そ
れ
ま
で
に

請
求
さ
れ
ま
せ
ん
と
受
給
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

*
受
付
窓
口
*

役
場
福
祉
課
福
祉
係

官

9
6
6
・
2
2
2
2

(
内
線
3
5
)

有
線
2
1
3
3

、
，
，
幸
せ
で
明
る
い
長
寿
社
会
を
築
き
高
齢
者
福
祉
の

・
園
向
上
を
図
る
た
め
、
九
月
十
五
日
か
ら
二
十
一
日
ま

の
一
で
老
人
保
健
福
祉
週
間
の
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

お
寓
-
川
内
町
で
は
、
老
人
保
健
福
祉
週
間
の
記
念
行
事

吋

J
L
'

と
し
て
九
月
十
五
日
(
敬
老
の
日
)
に
中
央
公
民
館
で

4
r
-
V
老
人
福
祉
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
大
会
で
は
、

品
且
邑
民
健
康
優
良
老
人
、
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
た
方
な
ど
へ
表

盲
一
町
.
恥
彰
や
記
念
品
の
贈
呈
、
小
中
学
校
児
童
生
徒
の
敬
老
作

占

4
・

'h
文
の
発
表
、
老
人
意
見
発
表
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

人

-

老

人

福

祉

大

会

へ

の

出

席

者

の

と

り

ま

と

め

は

老

4

-

人
ク
ラ
ブ
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
の
で
、
六
十
五
歳

ad-

-

以
上
の
老
人
ク
ラ
ブ
未
加
入
の
方
で
老
人
福
祉
大
会

F

』
へ
出
席
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
地
区
班

¥
ー
サ
/
h
u
長
さ
ん
へ
、
八
月
十
日
ま
で
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

/
向

μヤ
配
圏
一
な
お
、
会
場
の
都
合
で
希
望
さ
れ
る
方
が
多
数
の

A
m
崎
司
一
過
酷
時
は
、
ご
出
席
い
た
だ
け
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
こ

パ
↑
畠
ヒ
と
を
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

を
さ
れ
た
方
で
す
。

民
生
児
童
委
員
、
老
人
ク
ラ

ブ
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
、

調
査
を
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
度

金
婚
式
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ

る
ご
夫
婦
や
お
心
当
た
り
の
方

は
、
福
祉
課
(
宮

9
6
6
・2
2

2
2
、
内
線
3
5
、
有
線
2
1
3

3
)
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
婚

姻
届
出
日
を
確
認
し
、
該
当
さ
れ

る
ご
夫
婦
に
は
、
老
人
福
祉
大
会

へ
の
ご
案
内
を
差
し
上
げ
ま
す
。

金
婚
式

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

川
内
町
で
は
、
め
で
た
く
金

婚
式
を
迎
え
た
ご
夫
婦
を
老
人

福
祉
大
会
に
ご
招
待
し
、
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。

A
7
年
度
、
金
婚
式
該
当
の
ご

夫
婦
は
、
昭
和
二
十
一
年
一
月

一
日
か
ら
昭
和
二
十
一
年
十
二

月
三
十
一
日
ま
で
に
婚
姻
届
出

か
赤
十
字
募
金
“

こ
協
力
あ
り
が
と
う

こ
さ
い
ま
し
た

皆
さ
ま
か
ら
ご
協
力
い
た

だ
い
て
お
り
ま
し
た
赤
十
字

募
金
は
、
今
年
度
の
目
標
額

を
上
回
る
百
四
十
万
三
千
八

百
円
の
募
金
が
集
ま
り
ま
し

た。
皆
さ
ま
の
温
か
い
善
意
に

対
し
厚
く
わ
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。ま
た
、
ご
多
忙
の
と
こ
ろ

格
別
の
ご
尽
力
を
賜
り
ま
し

た
区
長
、
婦
人
会
本
部
役
員
、

班
長
の
皆
さ
ま
に
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

日
本
赤
十
字
社
川
内
分
区

社
資
募
金
報
告

総

額一
、
四

O
三
、
八

O
O円

(
内
訳
)

一
般
社
資

一
、
O
九
五
、
八

O
O円

法
人
社
資

三
O
八、

0
0
0円

集
ま
っ
た
募
金
は
、
日
本

赤
十
字
社
愛
媛
県
支
部
へ
送

金
い
た
し
ま
し
た
。

~ 



竹政ニュースノ TownOffice News 

可三巻川内町は今年で;41(9)歳待ジ
町制施行40周年記念行事に参加しませんかf

川内町は、昭和31年9月1日に町制を施行以来、順調に

発展を続け、今年で40周年を迎えました。
-記念式典・

11月1日町では、節目の年として21世紀に向けて新たな一歩を踏

み出すために、町民の皆さんとともに記念行事を行い、お

祝いしたいと思います。 告記念事業として、 11月1日の記念式典をはじめ、いろい

ろな記念事業を計画していますので、皆さんどしどしご参

加ください。
川内町の
イメージキャラクター
を募集します。各行事については、詳しい内容が決まり次第、広報等で

お知らせします。
(詳しくは、折り込みの募集¥
要領をご覧ください。)

町職員募集します

。募集職種

一般事務職 } 
}若干名

土木・建築技術職!

。受験資格

昭和42年・4月2日から

昭和54年4月1日までに生まれた者

。試験内容

筆記試験(高校卒業程度)

面接試験

。受験申し込みの受付期間

平成8年7月25日から

王子成8年8月19日まで

※その他採用試験に関する詳しいこと

l土、役場総務課までお尋ねください。

宮 966-2222 有線2111

を防ぐ
ために

新聞やテレビで食中毒の話題が聞かれますが、ご家

庭のキッチンでは、食中毒対策は万全ですか。今年に

入って、サルモネラ菌や病原大腸菌o1 5 7による食
中毒事故が多発しています。また、 7月から 9月は 1年

のうち食中毒の発生が急増する時期です。

目には見えない食中毒菌/

下記の注意事項に従い、家庭での食中毒事故を予防

しましょう。

注彦事要

1.手洗いを十分に行う。
2.加熱食品は、中心部まで十分に加熱する。
3.冷蔵庫内は清潔にし、 5.C以下に保つ。(冷蔵庫を
過信しないー食中毒菌は死んでいません。)
4.弁当は冷やした後に詰合せ、長時間室温放置しな
い。(行楽先等での車内放置厳禁)
5.井戸水や受水槽の衛生管理に特に注意する。

万一、 /:1:/.0.宣告f浮ラ下菊をご主じた場合t:t;t
1.ただちに医師の診断を受け、指示に従ってくださ
L 、。乳幼児は特に注意のこと。
2.患者の便を処理する際には、ゴム手袋を使用する
等衛生的に処理すること。また、患者の便に触れた
際には逆性石鹸などを用いて十分にすること。
3.患者の便で汚染された衣服などは、業沸や薬剤で
消毒し、家族のものとは別に淡海することD

松山中央保健所



力コ安

富 ν鴻ート

。

‘地区公民館活動推進大会

6月21日、公民館活動推進大会が中央公民館で開催されました。

大会では、優良地区公民館役員表彰が行われ、佐伯尚さん(北方東部公民館)、近藤

武由さん(則之内東公民館)、渡部宏治さん(奥松瀬川公民館)が受賞されました。

地方振興

アドバイザ-~

国土庁より派遣された地方振

興アドバイザ一(3名)が6月22

日・ 23日、滑川を訪れ、地元の

まちづくりグループも参加して

滑川地域の活性化についての話

し合いが行われました。

‘愛媛県補導委員協議会
特別功労表彰

6月25日、愛媛県少年補導委員連絡

協議会総会において、長曽我部立男さ

ん(則之内)カf特別功労表彰を受賞しま

した。

これは、長曽我部さんが‘永年に"E3f)、

補導活動にたずさわれた功績が認めら

れたものです。
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母親クラブ連絡会

ミ二バレーボール大会惨

6月30日、母親クラブ連絡会ミニバレー

ボール大会が勤労者体育センターで開催さ

れました。

試合結果は、以下のとおりです。

0優勝川内保育園

母親クラブぞうチーム

O準優勝川上幼稚園

母親クラブひまわりチーム

川内インターで
交通茶屋砂

夏の交通安全運動の初日の 7月16

日、川内インターで交通茶屋カf設け

られました。

交通茶屋では、警察官、交通安全

指導員さんなど関係者がインター料

金所付近で道ゆくドライパーに対し、

パンフレッ卜等を手渡し、交通安全、

シートベルト着用を呼びかけました。

ー

‘ニュースポーツ
フェスティパル IN川内
7月14日、川上小学校で、ニュースポーツ

フェスティパル IN川内が開催されました。

参加者約60名は、ターゲットバードゴル

フ、グランドゴルフ、ぺタンクをグランド

で、インディアカ、シャフルボードを体育

館で挑戦しました。

子どもからお年寄りまでできる軽スポー

ツですが、やってみると“病みつき"にな

りそうなおもしろさカずありました。

IG 
です



ゆ
沼
恒
固
画
圏
一
直
面
閉

みんなの広場に登場していただく
方を募集しています。
「こだわり人生JIまちの話題JIわ

が家の愛ドル」などのほか身近な
ニュース、情報を役場総務課広報
係までと一報ください。

ft966-2222有線2111

(下海上)

カ篠森秋好さん (67歳)

同

一

毎
年
、
た
く
さ
ん
の
竹
ぼ
う
き
を
学
校
な
ど
に
プ
一

レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
だ
さ
る
方
が
お
ら
れ
ま
す
。
下
海
一

上

の

篠

森

秋

好

さ

ん

で

す

。

一

篠
森
さ
ん
は
、
定
年
退
職
後
の
再
就
職
先
が
竹
ぼ
一

う
き
を
必
要
と
し
た
た
め
、
つ
く
り
始
め
た
の
が
き
っ
一

か
け
で
、
今
で
は
年
六

O
O本
余
り
つ
く
り
、
学
校
一

な

ど

へ

プ

レ

ゼ

ン

ト

し

て

い

ま

す

。

一

十

一
月
頃
か
ら
自
分
の
山
の
孟
宗
竹
を
切
り
、

一
月
一

か
ら
四
月
頃
ま
で
に
竹
ぼ
う
き
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
一

ま
す
。
ク
ロ
ッ
ケ

l
の
合
間
に
気
楽
に
つ
く
っ
て
い
一

る
の
で
日
に
五
1
六
本
の
ぺ

l
ス
に
な
る
そ
う
で
す
。
一

篠
森
さ
ん
は
、
学
校
な
ど
へ
贈
る
と
生
徒
さ
ん
か
一

ら
送
ら
れ
て
く
る
お
礼
の
手
紙
が
な
に
よ
り
う
れ
し
一

く

、

は

げ

み

に

な

る

と

い

い

ま

す

。

一

最
後
に
、
篠
森
さ
ん
か
ら
「
竹
ぼ
う
き
が
五
十
本
一

ほ
ど
残
っ
て
い
る
の
で
、
ご
入
り
用
の
方
は
ご

一
報
一

く

だ

さ

い

」

と

広

報

依

頼

さ

れ

ま

し

た

。

-

湯
上
が
り
の
ま
こ
と
赤
児
や
天
瓜
粉

込
T

雲
や
踏
み
切
り
鳴
ら
し
え
る
え
卒

玲
も
な
さ
い
さ
か
ひ
あ
り
ぬ
梅
雨
龍
り

造
ひ
/
¥
の
ふ
ぐ
り
追
ひ
か
け
天
瓜
粉

流
星
や
別
れ
て
住
め
る
子
の
安
否

一
褐
ヰ
を
賞
め
て
打
ち
け
り
天
瓜
粉

よ
く
動
く
嬰
児
の
手
え
や
天
瓜
粉

甘
干
原
は
孔
界
の
限
り
夏
野
か
な

碇
泊
の
タ
ン
カ
ー
踏
ま
え
雲
の
峰

川内吟社
7月例会蝿沓選

高
須
賀
清
江

池

)1/ 

水
稔

菅
野

斗
清

治
子文

色
良
川
園

高
須
賀
茅
花

4

楠井
下

近
藤

千
春

戸長
田

度

法a

主周
毛ト



金
、

apaw
ゐ・

純
一
ゆ
暗
躍

ω
g
語

新
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ

出
荷
始
ま
る

川
上
農
協
集
荷
場
で
新
テ
ッ
ポ

ウ
ユ
リ
の
出
荷
が
始
ま
り
ま
し
た
。

出
荷
時
期
は
、

7
月
中
旬
か
ら
叩
月

中
旬
ま
で
で
、
生
産
者
か
ら
集
ま
ヴ

て
く
る
新
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
を
こ
こ

で
等
級
別
に
分
類
し
、
「
川
上
の

花
」
の
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
に
つ
め
て
、

主
に
広
島
、
岡
山
、
大
阪
方
面
へ

出
荷
し
て
い
ま
す
。

新
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
は
、
切
り
花

と
し
て
花
屋
さ
ん
の
庖
頭
に
な
ら

ぶ
ほ
か
、
業
務
用
(
葬
儀
用
な
ど
)

と
し
て
も
需
要
が
高
く
、
消
費
地

か
ら
出
荷
の
催
促
も
あ
る
と
い
い

ー
リ圃

ま
す
。

、・
2

こ
の
新
テ
ッ
ポ

J
b
ウ
ユ
リ
の
出
荷
量

司

は
、
県
下
は
も
ち

叫
¥
ろ
ん
の
こ
と
四
国

泊

で
も

一
番
の
出
荷

，
叫

量
を
誇
っ
て
お
り
、

-
他
市
町
村
な
ど
か

ら
の
視
察
も
多
い

そ
う
で
す
。

新
テ
ッ
ポ
ウ
ユ

リ
は
、
川
内
町
の

新
し
い
特
産
品
と

し
て
着
実
に
伸
び

て
い
ま
す
。

期
待
感
一
寸
く
す
ぐ
る
野
天
風
呂

七
十
五
日
噂
託
が
消
え
て
い
く

子
を
あ
や
す
様
に
ワ
ン
ち
ゃ
ん
風
呂
に
入
れ

母
の
日
に
目
も
と
優
し
い
顔
を
晶
さ

何
か
し
ら
視
線
感
じ
る
露
天
風
呂

十
二
歳
の
計
報
な
ぜ
な
ぜ
息
を
呑
む

川
底
が
風
呂
桶
に
な
る
混
泉
地

歳
時
記
の
柚
湯
菖
蒲
湯
わ
か
す
祖
母

釘
づ
け
の
ド
ラ
マ
お
風
呂
が
沸
き
す
ぎ
る

コ
ー
ド
レ
ス
失
礼
し
ま
す
湯
え
の
中

母
の
手
を
信
じ
さ
っ
て
る
児
の
瞳

八
月
例
会
ご
案
内

川柳もづく吟社
6月例会喜撰亭選

佐
々
木
胡
舟

渡
部
佐
久
良

山
本
ひ
ろ
志

篠
森
美
登
玄

回
申
'

若

本

山

本

紫
J手

田
野
岡
田
州

平
岡

~~ミ
舟

都
築
登
貴
子

す
向
肉

紫

高
瀬
喜
棋
を
守

-
八
月
三
日
出
午
後
七
時
三
十
分
よ
り

・
中
央
公
民
館
第
三
会
議
室

画

〕

①

残

り

②

急

ぐ

③

記

念

新
し
い
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。



⑧⑮⑧⑧ 

⑨⑥ 
JII 
m 内
百堕

理罰
戸数
3烹
いw
て

常
日
頃
か
ら
川
内
町
の
同
和

教
育
の
推
進
に
つ
き
、
町
内
の

み
な
さ
ん
に
は
、
格
別
の
ご
協

力
、
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
あ

り
が
た
く
感
謝
い
た
し
て
お
り

ま
す
。さ
で
、
本
年
度
の
県
同
教
川

内
支
部
総
会
を
五
月
二
十
九
日

に
終
え
、
平
成
八
年
度
の
川
内
町

同
和
教
育
の
計
画
、
行
事
等
が

決
定
し
、
同
和
教
育
の
完
全
解

消
と
啓
発
、
実
践
活
動
へ
の
取
り

組
み
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
是
非
ご
協
力
の
程
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
年
度
も
平
成
七
年
度
の
基

本
方
針
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら

「
い
じ
め
問
題
」
や

「差
別
意
識

問
題
」
に
つ
い
て
も
人
権
問
題

と
し
て
取
り
上
げ
、
同
和
問
題

の
解
消
に
導
い
て
い
き
ま
す
。

具
体
的
に
は
、

①
各
種
研
修
会
、
川
内
町
同

和
教
育
研
究
大
会
(
期
日
一
八

月
十
一
日
)
、
地
区
別
同
和
教

育
懇
談
会
は
継
続
実
施
。

②
企
業
内
に
お
け
る
同
和
教

育
の
啓
発
を
い
っ
そ
う
図
る
。

去
年
に
引
き
継
ぎ
、
企
業

内
同
和
教
育
担
当
者
研
修
会

を
四
回
実
施
す
る
予
定
で
す
。

③
県
同
和
教
育
協
議
会
の
内

容
で
あ
る
啓
発
、
教
育
、
就

労
に
つ
い
て
い
っ
そ
う
の
推

進
を
図
る
。

④
家
庭
内
に
お
け
る
同
和
教

育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え

実
践
化
を
図
る
。

以
上
の
事
柄
に
つ
き
推
進
い

た
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
協

力
の
程
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

『
地
域
改
善
対
策
協
議
会

総
括
部
会
報
告
書
』
か
ら

回
同
和
問
題
に
関
す
る
基
本

認
識
今
世
紀
、
人
類
が
二
度
に
わ

た
る
世
界
大
戦
の
惨
禍
を
経
験

し
、
平
和
が
如
何
に
か
け
が
え

の
な
い
も
の
で
あ
る
か
を
学
び

ま
し
た
。
:
:
:
こ
う
し
た
中
で
、

人
類
は
、
「
平
和
の
な
い
と
こ

ろ
に
人
権
は
存
在
し
得
な
い
」
、

「
人
権
の
な
い
と
こ
ろ
に
平
和

は
存
在
し
得
な
い
」
と
い
う
大

き
な
教
訓
を
得
ま
し
た
。
今
や
、

人
権
の
尊
重
が
平
和
の
基
礎
で

あ
る
と
い
う
こ
と
が
世
界
の
共

通
認
識
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
、

二
十
一
世
紀
は
「
人
権
の
世
紀
」

と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ

ト
「
ノ
。

我
が
国
固
有
の
人
権
問
題
で

あ
る
同
和
問
題
は
、
憲
法
が
保

障
す
る
基
本
的
人
権
の
侵
害
に

係
る
深
刻
か
つ
重
大
な
問
題
で

あ
り
ま
す
。
戦
後
五
十
年
、
本

格
的
な
対
策
が
始
ま
っ
て
か
ら

も
四
半
世
紀
余
、
同
和
問
題
は

多
く
の
人
々
の
努
力
に
よ
っ
て
、

解
決
ヘ
向
け
て
進
ん
で
い
ま
す

が
残
念
な
が
ら
依
然
と
し
て
我

が
国
に
お
け
る
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

意
味
で
、
戦
後
民
主
主
義
の
真

価
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

ま
た
、
国
際
社
会
に
お
け
る
我

が
国
の
果
た
す
べ
き
役
割
か
h

り

す
れ
ば
、
ま
ず
は
足
元
と
も
言

う
べ
き
国
内
に
お
い
て
、
同
和

問
題
な
ど
様
々
な
人
権
問
題
を

一
日
も
早
く
解
決
す
る
よ
う
努

力
す
る
こ
と
は
、
国
際
的
な
責

務
で
あ
り
ま
す
。

1枚の

~~層雪

三
内
農
協
に
あ
っ
た
パ

ン
製
造
工
場
の
写
真
で
す
。

こ
こ
で
、
当
時
三
内
地

区
三
枝
の
給
食
用
パ
ン
な

ど
を
製
造
し
て
い
ま
し
た
。

三
内
農
協
前
を
通
る
と
、

パ
ン
が
焼
き
上
が
る
香
ば

し
い
に
お
い
が
し
て
い
た

の
を
思
い
出
し
ま
す
。

A 
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川
内
町
っ
て

ど
ん
な
と
こ
?

子
ど
も
に
ニ
ワ
ト
リ
を
描
か

せ
る
と
四
本
足
の
ニ
ワ
ト
リ
を

描
く
と
い
う
ご
時
世
で
す
が
、

川
上
小
学
校
の
三
年
の
社
会
科

の
授
業
で
は
、
子
ど
も
の
目
で

川
内
町
を
見
て
、
川
内
町
を
知

り
、
川
内
町
を
大
好
き
に

な
ろ
う
と
い
う
取
り
組
み

を
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
何
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
か
わ
か
ら

な
い
場
所
(
役
場
、
農
協
、

交
番
な
ど
)
を
自
分
た
ち

で
調
べ
、
自
分
な
り
に
理

解
し
て
ゆ
き
ま
す
が
、
子

ど
も
た
ち
の
好
奇
心
は
と
ど
ま

る
こ
と
を
知
り
ま
せ
ん
。
介
護

に
つ
い
て
も
学
び
た
い
と
、
ガ

リ
ラ
ヤ
荘
や
三
恵
ホ

l
ム
な
ど

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
福
祉
教

室
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

介
護
技
術
の
講
習
や
、
介
護

用
具
の
使
い
方
、
お
年
寄
り
と

の
接
し
方
な
ど
学
び
な
が
ら
福

祉
施
設
な
ど
と
の
交
流
も
深
め

て
ゆ
き
ま
し
た
。

授
業
の
一
環
と
は
い
え
、
子
ど

も
た
ち
の
社
会
勉
強
活
動
が
周

り
の
大
人
た
ち
に
い
い
刺
激
と

な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

砂花いっぱいフォーラム4
お世話さまになりました。おかげで今年も花を美しく咲かせてく

れましょう。心よりお礼申し上げます。

砂桜学級(デコパージユ)‘
8月3日出午後1時中央公民館第2、3学習室(200円集金します)
広ロビン、はさみ、手ふき等を持って、どなたでもご参加ください。

砂8月EMボカシづくり‘
8月25日(日)午後2時より(士のない方もプランターで実施できます)

生ごみが直ぐいい土に変わります。ナイロン袋をご持参ください。

婦
人
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

zボ
三宮、E フ
言理ン
言:lei7. 

言与ア

介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
昔
と
っ
た
き
ね
づ
か
」
で

看
護

・
介
護
を
し
て
お
ら
れ
た

方
々
が
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
現
在

十
一
名
。
主
に
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん

と
と
も
に
、
お
年
寄
り
の
在
宅

訪
問
や
地
区
活
動
に
参
加
し
、

血
圧
測
定
や
健
康
相
談
に
の
っ

て
い
ま
す
。先
日
の
ゴ
キ
ブ
リ
ダ
ン

ゴ
a

つ
く
り
で
も
二
名
の
介

護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が

参
加
さ
れ
、
血
圧
測
定
な

ど
を
行
い
ま
し
た
が
、
お

年
寄
り
に
と
っ
て
介
護
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
は
、
話

し
や
す
い
の
で
し
ょ
う
、

長
い
間
話
し
込
ん
で
い
ま

?レ

h
~

。
こ
の
ほ
か
、
介
護
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
、
お
年
寄
り
の

各
種
行
事
、
ガ
リ
ラ
ヤ
荘
、

三
恵
ホ

l
ム
な
ど
の
行
事

へ
も
参
加
し
て
い
ま
す
。



し・良

多/ーベ?
口年金口構祉口募集口月間口こぞんじですか

児
童
手
当
現
況
届
の

提
出
は
、
お
済
み
に

な
り
ま
し
た
か
?

こ
の
届
け
を
提
出
し
な
い
と

受
給
資
格
が
あ
っ
て
も

6
月
以
一

降
の
手
当
を
受
け
ら
れ
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
一

だ
さ
い
。

7-

一風⑨・一

幽
陸
・
海
・
空
自
衛
官

'

一

圃
募
集

自
衛
隊
で
は
、
来
春
卒
業
予
一

一
定
の
高
校
生
、
大
学
生
の
募
集
一

一
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
口
自
衛
官
の
待
遇
と
生
活

-
身
分
等
特
別
国
家
公
務
員
一

・

職

種

各

種

業

務

あ

り

-
給
与

1
5
8
、8
0
0
円
1

1
7
0
、5
0
0
円

一

(
衣
食
住
無
料
)

ボ
ー
ナ
ス
年
3
回
一

週
休
2
日
制
、
有

一

給
休
暇
年
但
目
、

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休
一

暇
年
3
回
各
叩
日
一

程
度
大
学
2
部
、
通
信

一

教
育
受
講
可

-
休
暇
等

-
進
学
等

一
険
料
を
納
め
よ
う
と
す
る
月
か
一
で
終
わ
り
ま
す
。

一
ら
過
去
十
年
間
ま
で
の
聞
で
免
一
た
だ
し
、
所
得
が
一
定
額
以

一
除
さ
れ
た
古
い
月
か
ら
納
め
る
一
上
の
場
合
に
は
所
得
制
限
に
よ

圏

一

が

で

き

ま

す

。

一

り

、

児

童

手

当

は

支

給

さ

れ

ま

圃
免
除
を
受
け
た
保
険
料
は
一

圏

一
手
続
き
の
方
法
や
納
め
る
保
一
せ
ん
。

-
追

納

で

き

ま

す

一

険

料

の

金

額

な

ど

詳

し

い

こ

と

一

認

定

請

求

は

随

時

受

け

付

け

皆
さ
ん
は
、
過
去
に
国
民
年
一
は
、
役
場
年
金
係
ま
で
お
問
い
一
て
い
ま
す
。

金

保

険

料

の

免

除

制

度

を

利

用

一

合

わ

せ

く

だ

さ

い

。

一

(O
公
務
員
の
方
は
、
勤
務
先
で

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。
一
ぜ
ひ
、
こ
の
「
追
納
制
度
」
を
一
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

免
除
さ
れ
た
期
聞
は
年
金
を
一
利
用
さ
れ
て
有
利
な
年
金
を
受
一

受
け
取
る
際
に
必
要
な
期
間
と
一
け
取
ら
れ
る
よ
う
、
お
す
す
め
一

し
て
計
算
さ
れ
ま
す
が
、
老
齢
一
し
ま
す
。

基
礎
年
金
の
年
金
額
を
計
算
す
一

る
と
き
、
免
除
さ
れ
た
期
間
は
一

¥
¥
li
l
i
-
-/

三
分
の

一
の

金

額

に

な

り

、

受

け

一

民

醤

吐

正

一一

取
る
年
金
が
少
な
く
な
り
ま
す
。
一

/
f
l
i
t
-
-
i
l
¥
¥

将
来
、
有
利
な
年
金
を
受
け
一

一圃園
児
童
手
当
制
度

取
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
現
一

圃

在
、
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
一
児
童
手
当
は
、
二
一歳
未
満
の

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
方
が
、
一
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
一

免
除
さ
れ
て
い
た
期
間
に
つ
い
一
給
さ
れ
ま
す
。

て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
一
児
童
手
当
は
、
認
定
請
求
を
一

き
る
「
追
納
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
一
し
た
翌
月
か
ら
支
給
さ
れ
、
支
一

こ
の
「
追
納
制
度
」
は
、
保
一
給
事
由
の
消
滅
し
た
日
の
月
分
一

各
種
国
家
資
格
、

免
許
、
各
種
免
許

取
得
教
育
実
施

女
大
学
、
専
門
学
校
等
と
の
併

願
者
も
歓
迎

口
問
い
合
わ
せ
先

・
自
衛
隊
愛
媛
地
方
連
絡
部

8
9
4
1
・
8
3
8
1

.
自
衛
隊
松
山
募
集
案
内
所

8
9
4
7
・
3
0
4
0

.
川
内
町
役
場
総
務
課

宮

9
6
6
・
2
2
2
2

有
線

2
1
1
1

4
司
自
衛
官
採
用
案
内

募集種目 資 格 試験日

2等陸 .i毎・空士 品卒及び見込 受付時に指定
婦人自衛官 品卒及び見込 受付時に指定

荏'"首3 1実 宇市 士 高卒及び見込 9月16日
曹候補学生 高卒及び見込 9月16日

航空学生(パイロット) 品卒及び見込 9月23日

看 護 学 生 品卒及び見込 10月31日

防 衛 大 A子三4与 高卒及び見込 9月21、22日

防衛医科大学 品卒及び見込 11月2、3日

~ 



園

一
長
い
間
、
音
信
不
通
の
方
は
い
一
頼
し
て
、
必
ず
ア

1
ス
線
を
取
一
除
く
」
9
時
加
分
l
m
時
加
分

四
ゆ

と

り

川

柳

募

集

一

ま

せ

ん

か

。

一

り

付

け

ま

し

ょ

う

o

一
口
電
話
番
号

一
口
テ
ー
マ

一

警

察

で

は

、

8
月
中
を
「
行

方

一

一

念
9
3
4
・
2
0
2
0

労
働
時
間
、
余
暇
時
間
に
か

一
不
明
者
等
捜
索
強
化
月
間
」
と
一

¥
¥
1I
l
l
i
--
/

一
公
共
の
も
の
か
ら
民
間
の
も

一
か
わ
ら
ず
、
広
く

「ゆ
と
り
」

一
し
て
、
家
出
人
の
発
見
に
努
め
た
一

一

ご

ぞ

ん

じ

で

す

か

Y
十
の
ま
で
幅
広
く
情
報
提
供
、
も

一
に
つ
い
て
感
じ
て
い
る
こ
と
を
一
り
、
家
出
人
と
身
元
不
明
死
者

一

/
/
i
l
i
l
-
i
¥
¥

一
ち
ろ
ん
無
料
で
す
。

一
詠
ん
で
く
だ
さ
い
。
作
品
は
、
一
と
の
身
元
確
認
を
行
な
い
ま
す
。

一
圃
7
2
月
1
日
よ
り

一
口
主
催

一
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。
一
こ
の
期
間
中
、

「特
別
相
談
一

圃
フレ
1

フレ
l

一
松
山
市
千
舟
町
4
丁
目
4
の
3

)

一
口

入

賞

一
所
」
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
お
一

圃

2
0
2
0テ
レ

フ
ォ
ン

一
財
団
法
人
但
世
紀
職
業
財
団

制

一・

最
優
秀
賞
l
点

一
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
o

一
圃
ス

タ

ー

ト
/

一

愛

媛

事

務

所

ハ
υ
一

-
E

必
一

(
5
万
円
の
旅
行
ク
ー
ポ
ン
券
)

一
口

特

別

相

談

肝

一

働

い

て

い

る

あ

な

た

へ

働

き

一

圃
¥圃ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

越
一

・
優
秀
賞

3
点

一

松
山
東
警
察
署

一
た
い
あ
な
た
ヘ
育
児
・介
護
・家

一
国

J
圃
ア
ン
サ
|

市
一

(
2
万
円
の
旅
行
ク
ー
ポ
ン
券
)
一

8
月
5
日

間

日

時

l
M
時
一
事
の
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情
報
一

回

伽
一

・
佳

作

5
点

一
圏

一
を
電
話
で
提
供
い
た
し
ま
す
。
一
ハ
ロ

l
ワ
l
ク
松
山
(
松
山
公

ペ
一
(
記
念
品

)

-
8
月

は

一

口

育

児

情

報

一

共

職

業

安

定

所

)

で

は

、

こ

の

た

け

一

口

応

募

方

法

一

圃
電

気

使

用

安

全

月

間

一

公

立

・
私
立
保
育
所
、
家
庭
一
び
、
県
下
安
定
所
の
所
在
地
案

均
一
一
一
応
募
ハ
ガ
キ
(
役
場
・
労
働
基
一

圃

一
保
育
、
ベ
ビ

l
シ
ツ
タ

l
、
一
内
を
は
じ
め
、
雇
用
保
険
の
失

耕

一
準
監
督
署
な
ど
に
あ
り
ま
す
)
一
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講習会名 日 時 定員 ・受講料 申込日時

③9月9日-11月1日 ③・⑧コース各30名 8月26日、 27日
ワープ口 ⑧9月17日-11月19日

無料(官室長部) の2日間までの聞の21日

経理事務 9月2日一10月25日 30名

無料(出言語部)
8月20日まで、に

ワープ口 までの聞の21日

9月19日-10月30日 30名
老人・病人介護

までの聞の21日 無料(出雪量部)
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口イベント口講座

泊舟町 銭。
bとき 8月24日(土)雨天順延 18時~
bところ 川内中学校グランド

昨年は、諸般の事情により中止となりました「川内町夏祭り」を、新たに実行委員会を

組織して、 8月24日住)雨天順延 18時より川内中学校グランドにおいて実施致します。

実行委員会の各種団体による様々なイベント・心参太鼓の演奏・みんな集まれチビッ

子ゲーム・オールデイズロックンロールコンサート・盆踊り・夜屈等、子どもからお年

寄りまで参加し、楽しめるイベントを計画しております。

更に、今年は町制施行40周年であり、光と音の織り成す幻想的な世界を皆さんに楽し

んで頂こうと、レーザ一光線ショーを行います。

なお、盆踊りは個人・グループ問わずどなたでも気軽に参加

できるものにします。参加をご希望の方は実行委員会までお問

p合わせください。

詳しい内容等につきましては、実行委員会で検討中ですが、

決定次第、皆さんにお知らせ致します。今年の夏は是非、「川内

町夏祭り」で夏の夕暮れをお楽しみください。

b問い合わせ先 川内町夏祭実行委員会
ft966-3344 有線5321 (川内町商工会内)

駐屯地納涼大会

bとき 8月1日(木) bとき 9月28日(土)
17時~21 時30分 14時~16時

bところ 松山市南梅本町乙115 bところ 愛媛大学医学部臨床第1講義室

陸上自衛隊松山駐屯地

b内容盆踊り、社交ダンス、ディスコ、

お化け屋敷、夜庖など

b問い合わせ先

松山駐屯地広報班

ft 975-0911 (内線204)

※当日は、自由に駐屯地に出入りできます。

ご家族連れでお気軽にお越しください。

A 

bテーマ 「痴呆と異常行動」

b講師など

司会開属病院長 柴田大法

講師神経精神医学教授田遺敬貴

講師基礎看護学教授

い受講料無料

b問い合わせ先

河野保子

愛媛大学医学部総務課庶務係

官 964-5111 (内線2013・2014)
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口がん検診口字助児健診口結果報告会

実施日 検診項目 受付時間 検診場所

8 Fl29日休) 関
午目Ij7:30~ 9:00 

健康センター
大腸・子宮・乳・甲状腺 午前 7:30~10:00

B月30臼(金)
胃 午前 7:30~ 9:00 

健康センター
大湯・子宮・乳・甲状腺 午前 7:30~ 1O :00

9月5日開
胃 午iiii7:30~ 9:00 

健康センター
大腸・子宮・乳・甲状腺 午前 7:30~ 1O :00

9尽6日(金)
関 午前 7:30~ 9:00 

健康センター
大腸・子宮・手L'問状腺 午前 7:30~ 1O :00

9 Fll0日ω 胃 午前 7:30~ 9:00 
永野集会所

大腸 午前 7 : 30~ 1O :00

10月31日同
湾 午前 8 : 00~ 9:30 

健康センター
大腸・子宮・乳・甲状腺 午前 8:00~ 1O :00

※7月14日に行いました誕生日がん検診の該当の方で、受診希望の方は上記日程でも受
診できます。
※8月、 9月の検診該当は、買IJ之内東 ・買Ij之内西・北方東・北方西・南方東・南方西地
区ですが、今まで受診されてない他地区の方の受診も結構です。
なお、 10月は未受診者検診の予定です。

結果報告会に来てください。 -E歪~l!l=d~ìヨ・健診で見つかる成人病は生活の見直しゃ食事の工夫

で予防できます。自分と家族の健康のためにぜひ、

一家で一人はご参加くださしミ。

医師、保健婦、栄養士が健康づくりのご相談に応じ

ます。

平成8年度結果報告会日程表

地区 R 日 苦~ 1寸時間 場所(予定)

河之内 8 F.I 2臼働 午前 9:30-11:00 河之内公民館

賊之内策 8 F.l2 B0金) 午後 1:30-3:00 永野集会所

則之内密 8月5日(月) 午後 1:30-3:00 則之内西公民館

井 内 8F.15日(月) 午前 9:30-11:00 井内公民館

~- 翁 8月8日附 午前 9:30-11:00 土谷公民館
鴻 JlI 8月7臼術 午後 1:30-3:00 生活改善セン安一

奥松瀬川 8月8B(i特 午後 1:30-3:00 桧皮集会所

前松瀬JlI8月20日ω 午前 9:30-11・00 前松瀬川公民館
北方東 8月9日働 午前 9:30-11:00 北方公民館

北方酒 8月9日後) 午後 1:30-3:00 北方西公民館

町 東 8 F.l23白後) 午前 9:30-11:00 健康センター

町 西 8月23B(紛 午後 1:30-3:00 健康センター

南方策 8 F.l22日附 午後 1:30-3:00 南方東公民館

南方西 8 F.l22日開 午前 9:30-11:00 南方西公民館 |

横灘団地 8汚20日凶 午後 1:30-3:00 横灘団地公民館 |

健康手帳を持ってきてください。

ない方には当日差し上げ、ます。

結果報告会 1 
~ 

-もぐもぐ教室
4-6カ月児対象の離乳食講習会です。
炉日時 8月1日附受付9時30分~
帳場所健康センタ-2階
炉対象者 平成B年 2月-4月生まれの乳

児と母親
'内 容 「離乳食の進め方について」

栄養士の話と調理実習
身体計測、発達チェック

'持参品母子健康手帳・エプロン

-育児相談
'日時 8月19日(月)受付9時-10時
炉場所健康センター 1階
砕対象者平成7年 6、7月と平成8年 1

2月生まれの乳幼児
( 6・7カ月児と13・14カ月児)

炉内容身体測定、発達チ工ツク、保健
指導、栄養指導

炉持参品 母子健康手帳
アンケート(事前に送付します)

・育児学級
炉日時 8月19日(月)

3・4カ月児は受付13時~
10・11カ月児は受付13時30分~

静場所健康センター 1階
砕対象者平成7年 9、10月と平成8年 4、

5月生まれの乳児
( 3・4カ月児と10・11カ月児)

炉内容身体測定、小児科診察、保健指
導、栄養指導
保健所医師のお話「育児につい
て」・…・・ 3・4カ月児のみ

砕持参品母子健康手帳
アンケート(事前に送付します)

・乳幼児健康相談
炉日時毎週水曜日午前9時-12時
炉場所健康センター 1階
炉持参品 母子健康手帳
炉内容身体測定、育児相談



口当番医口健康講座口健康相談口犬口献血口予防接種

午前8時30分~午後5時30分

日 当 醤 医 住 F庁 電話番号

4日(日) 愛媛+全医療学院附属病院 川内町南方 966-5011 

1 1日(日) 国立療養所愛媛病院 重信町横河原 964-2411 

18日(日) 北上靖博整形外科 松山市平井町 975-3753 

25日(日) 中 JlI 病 院 松山市南梅本町 976-7811 
」一一ー一

[診療時間]

母子健康手帳、体温計

ワクチン名 日 日寺 対象児と注意事項

8月 1日(木)
1 歳~7 歳 6 カ月の者

三種混合
午後 2 時~3 時

*百日ぜきにかかったことのある方は二種混合(ジフ

テリア・破傷風)を受付で申し出て受けてください。

8月26日(月)
1 j表 6 カ月 ~7 歳 6 カ月の者

風 疹
午後 2 時~3 時

*すでにMMR (麻疹・風疹・おたふくかぜ)の混合ワ
クチンを接種している方は接種の必要ありません。

砂持参品健康センタ-2階所砂場
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く垣D

アスフアルト
プラント

突
然
出
現

背
の
高
い
大
き
な
工
場

県
道
伊
予
川
内
線
を
重
信
町
方

面
ヘ
向
か
っ
て
走
っ
て
い
る
と
、

左
手
の
工
事
が
進
む
高
速
自
動
車

道
上
に
、
背
の
高
い
大
き
な
工
場

が
出
現
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
建
設
中
の
高
速
自
動

車
道
ヘ
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
供
給

す
る
た
め
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
プ
ラ

ン
ト
で
す
。
川
内
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
か
ら
、
松
山
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
ま
で
の
聞
の
高
速
自
動
車
道

の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
は
、
こ
こ
で
造

ら
れ
供
給
さ
れ
ま
す
。

プ
ラ
ン
ト
ま
で
造
ら
な
く
て
も

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
業
者
か
ら
調
達

す
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
短
期
間

で
多
量
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
必
要

と
す
る
た
め
、
プ
ラ
ン
ト
を
設
置

す
る
の
だ
そ
う
で
す
。

こ
の
プ
ラ
ン
ト
は
、
可
動
し
て

か
ら
約
三
1
四
カ
月
で
撤
去
さ
れ
、

全
国
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
必
要
な

現
場
か
ら
現
場
へ
全
国
行
脚
す
る

そ
う
で
す
。

?

気になる
ボダイジュ

菩提樹~，司、."

医王寺の鐘楼のすぐ横に、釈迦がその下で

悟りを聞いたとされる“菩提樹"が、植えら

れています。

この菩提樹は、 6~7 月頃、淡黄色の香り

のよい花をたくさん咲かせます。また、その

実は堅<、念珠(数珠)として使われること

があります。

すらりとした菩提樹は、同じ境内のトチノ

キやサイカチなどの大樹とは対照的に、境内

の片隅にさりげなくたたずんでいます。

A 


